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カイガラムシが発生することがある。乾

燥するとハダニが発生しやすいので、乾

燥時は葉にも水をかけるとよい。 

傷んだ葉や古い葉を切除し、樹形を整え

る程度で維持できる。品種により耐寒性

に差があるが、一時的な積雪時は雪除け

をしたり、葉を束ねるなどすることで葉

の傷みも少なく、樹形を維持できる。 

日当たりの良い場所から半日陰地まで適

応するが、日差しが強いと葉焼けしやす

い。大きくなると花をつけるが、カラー

リーフとして利用する範囲では咲きにく

い。寒冷地では霜除けをするとよい。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

コルディリネは、リュウゼツラン科だったが、

APG植物分類体系ではキジカクシ科に分類され

る。 

Memo 

赤銅色や青銅色などカラーリーフとして人気の

品種が流通する。亜熱帯性の植物だが耐寒性が

あり、関東地方以西で配植できる。赤茶の葉に

濃赤の斑が入るオーストラリスレッドスター、

緑の葉に黄色の斑が入るオーストラリストーベ

イダズラーなどカラフルな園芸品種が多い。 

生長：やや速い 特 記 

キジカクシ科（APGⅢ） 科 名 
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コルディリネ   


